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土
づ
く
り
が

最
優
先
で
す
。

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
他

か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り
た

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
依
存
財
源
の
比
率
が
高

く
、
予
算
全
体
の
六
一
軒
を
占
め
て
い

ま
す
。

税
制
改
正
で

町
税
収
入
に
赤
信
号

収
入
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
町
税

は
、
税
制
改
正
に
よ
っ
て
個
人
の
町
民

税
が
減
税
さ
れ
、
消
費
税
の
導
入
で
電

気
税
と
ガ
ス
税
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、

増
収
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

わ
ず
か
に
法
人
町
民
税
の
伸
び
が
見

込
め
る
程
度
で
、
町
税
全
体
と
し
て
は

前
年
度
に
比
べ
〇
・
八
㌫
の
低
い
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
と
町
債
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
後
押
し

地
方
交
付
税
は
一
七
・
六
郡
、
約
二

（

億
六
千
万
円
の
伸
び
。
こ
れ
は
、
主
に

ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
に
よ
っ
て
増

え
た
も
の
で
す
。

国
庫
支
出
金
は
前
年
度
に
比
べ
、
五

七
・
一
軒
（
約
二
億
六
千
万
円
）
の
大

幅
な
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
二
団
地

謹
啓
事
業
の
補
助
金
、
机
・
頃
末
線
道

路
改
艮
事
業
の
補
助
金
や
国
民
健
康
保

険
へ
の
負
担
金
が
増
え
た
た
め
で
す
。

町
債
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
九
億
二

千
万
円
の
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
に
約
八
億
五
千

万
円
、
二
団
地
建
替
事
業
に
約
一
億
二

千
万
円
、
机
・
頃
末
線
道
路
改
良
事
業

な
ど
に
約
一
億
円
の
借
り
入
れ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
借
入
金
の
償
還
費
が
交



付
税
に
算
入
さ
れ
る
な
ど
、
財
政
的
に

有
利
な
方
法
で
借
り
入
れ
し
ま
す
。

支
出
は
私
た
ち
の
生
活
と
深
く
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
土
木
費
に
全

体
の
三
四
・
七
軒
の
二
十
三
億
八
千
五

百
十
七
万
円
を
充
て
た
こ
と
が
特
徴
。

メ
イ
ン
は
、
ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業

と
二
田
地
建
替
事
業
で
す
。
ふ
る
さ
と

の
丘
整
備
事
業
は
、
三
年
計
画
の
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
年
は
約
十
一

億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
、
宮
ノ
下
社
宅

跡
地
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
造
成
し
ま

す
。ま
た
二
団
地
建
替
事
業
は
、
今
後
三

年
間
で
百
三
十
四
戸
の
町
営
住
宅
を
建

設
す
る
計
画
で
す
。
今
年
は
約
三
億
八

千
万
円
の
建
設
費
を
計
上
し
、
三
十
二

戸
の
中
層
住
宅
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

（

新
規
事
業
は

第
一
保
育
園
の
改
築

今
年
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
第
一

保
育
園
の
改
築
事
業
、
農
業
用
排
水
路

の
整
備
、
机
・
頃
未
練
道
路
改
良
事
業
、

町
制
五
十
周
年
記
念
事
業
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
河
川
敷
公
園
の
整
備
に

約
八
千
万
円
、
町
民
運
動
会
に
二
百
五

十
万
円
、
健
康
ま
つ
り
に
百
三
十
万
円

な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
で
す
が
、
魅
力

あ
る
郷
土
づ
く
り
を
優
先
し
た
予
算
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
と
老
人
保
健
へ
の

支
出
が
急
増

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
七
千
一

万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
八
千
四

百
二
十
六
万
円
の
支
出
が
予
定
さ
れ
、

前
年
度
に
比
べ
約
一
千
六
百
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険

税
の
軽
減
や
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
医
療

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
町
か
ら
の

負
担
が
増
え
た
も
の
で
す
。

233万円

1，332万円

総務費
町制50周年記念事業

参議院議員・町長選挙

民生費
高齢者能力活用事業委託　370万円

第一保育園改築工事など7，620万円

留守家庭児童育成費　　　537万円

国民健康保険特別会計へ7，001万円

衛生費
健康まつり　　　　　　　130万円

健康診査・がん検診委託　2，427万円

ごみ・し尿などの処理2億6，856万円

老人保健特別会計へ　　8，426万円

労働費
失業対策事業　　　　　3，314万円

400万円特定地域開発就労事業1

農林水産費

農業用排水路底張りなど2，000万円

ライスセンター助成　　　431万円

土木費
ふるさとの丘整備　11億3，500万円

二団地の建替工事　　3億7，959万円

8．173万円

蓋5，196万円

1億875万円

5，833万円

2．650万円

502万円
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2億6，543万円

河川敷公園の整備

町道の新設・改良

町営住宅の工事と修繕

県道整備の負担金

猪熊公園などの整備

緑化の推進

教育費
小学校施設の改修工事

中学校施設の改修工事

小中学校の施設整備

町民運動会

災害復旧費

鉱害復旧の工事



特集・平成元年度予算

自
営
業
の
人
や
、
退
職
者
の
医
療
を

給
付
す
る
会
計
で
す
。

予
算
額
は
十
五
億
二
百
十
八
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
一
・
七
酢
、
二
千
六
百

三
十
七
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
保
健
に
移
行
す
る
加

入
者
が
増
え
た
た
め
、
国
保
で
支
出
す

る
保
険
給
付
費
が
減
っ
た
の
が
主
な
理

由
で
す
。
し
か
し
、
今
後
は
老
人
保
健

拠
出
金
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま

す
。
支
出
の
う
ち
、
九
六
軒
は
保
険
給

付
と
老
人
保
健
へ
の
拠
出
金
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

税
率
を
据
え
匿
き

不
足
分
は
繰
入
金
で
カ
バ
ー

医
療
費
を
支
え
る
収
入
は
、
保
険
税

と
国
の
支
出
金
、
社
会
保
険
か
ら
の
交

付
金
が
主
な
財
源
で
す
。

加
入
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、

医
療
費
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
が

納
税
者
の
税
負
担
は
す
で
に
限
界
に
き

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
税
率
を
据
え

置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

不
足
分
は
、
一
般
会
計
か
ら
七
千
一

万
円
、
基
金
か
ら
一
千
七
百
万
円
の
繰

り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

し
て
見
込
ん
で
い
ま
す
。

収
入
は
、
七
〇
軒
が
健
康
保
険
か
ら

の
拠
出
金
で
、
二
〇
郡
が
国
、
残
り
を

町
と
県
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
八
千

四
百
二
十
六
万
円
で
す
。

財
蝶
は
農
家
の
共
済
掛
金
な
ど
で
、

不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し

ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
た
め
の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
五
・

六
㌫
増
の
十
六
億
二
千
九
百
二
十
九
万

円
で
す
。

支
出
の
九
九
・
六
郡
を
占
め
る
医
療

費
は
、
対
象
者
二
千
五
十
九
人
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
七
十
八
万
八
千
円
と

（

災
害
に
よ
る
稲
や
麦
の
損
失
を
補
て

ん
し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
計
る
た
め

の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
八
・
二

㌫
増
の
九
百
八
万
円
。
共
済
金
額
は
水

稲
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
百
四
円
、

麦
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
百
二
十
七
円

で
編
成
し
て
い
ま
す
。
引
受
面
積
は
、

水
稲
九
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
十
四
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
前
年
度
に
比
べ
水

稲
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
り
、
麦
は
二
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
て
い
ま
す
。

住
宅
団
地
の
汚
水
を
処
理
す
る
た
め

の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
と
は
ぽ
同
額
の

九
千
三
百
四
十
万
円
で
す
。

支
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
処
理

場
の
管
理
委
託
料
が
二
千
八
百
九
十
七

万
円
、
電
気
代
な
ど
光
熱
水
費
が
一
千

八
百
二
十
三
万
円
、
基
金
積
立
が
一
千

九
百
三
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
で
は
、
全
体
の
七
二
・
八
軒
に

あ
た
る
使
用
料
六
千
八
百
五
万
円
と
、

基
金
利
子
一
千
五
百
十
三
万
円
が
主
な

も
の
で
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
六
百
万

円
は
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
ま
か
な

い
ま
す
。（

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
、
独
立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

今
年
の
予
算
額
は
、
前
年
に
比
べ
一

二
・
五
㌫
減
の
六
億
五
千
四
百
二
十
五

万
円
で
す
。
予
算
規
模
が
大
幅
に
縮
少

ｔ
ｌ

し
た
の
は
、
河
口
堰
か
ら
の
配
水
の
た

め
の
第
三
次
拡
張
事
業
が
前
年
度
で
完

了
し
た
た
め
で
す
。

予
算
の
う
ち
、
五
千
九
百
二
十
万
円

は
資
本
費
で
、
将
来
に
向
け
て
の
施
設

整
備
や
長
期
債
の
償
還
に
充
て
ま
す
。

残
り
の
五
億
九
千
五
百
五
万
円
は
給

水
の
た
め
の
費
用
で
、
今
年
度
は
、
総

配
水
量
を
二
百
五
十
八
万
が
、
給
水
戸

数
一
万
三
百
戸
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

収
入
の
大
部
分
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

水
道
使
用
料
で
、
支
出
の
六
二
酢
を
原

水
の
購
入
費
が
占
め
て
い
ま
す
。



誰
四
部
孔
肌
脚
◎
田

客

野

喝

■
ｌ
ｍ
転
入
・
転
出
を
す
る
み
な
さ
ん
へ
ｍ
細
細

四
月
は
転
勤
や
就
職
な
ど
引
？
越
し
の
多
い
時
期
。
こ
の
た
め
住
民
課
窓
口
は
、

た
い
へ
ん
漁
推
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
役
場
ま
で
手
続
き
に
来
た
の
に
「
あ
れ
が
な
い
」
　
「
こ
れ
が
な
い
」
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
転
入
や
転
出
に
必
要
な
も
の
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

出
か
け
登
別
に
、
も
う
一
度
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ノーヽ

転
入
の
手
続
き

■
届
け
出

転
入
の
届
け
出
は
、
転
入
し
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
で
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

●
転
出
証
明
書
（
前
住
所
地
の
市
町

村
長
の
証
明
）
●
印
鑑
●
国
民
健
康

保
険
証
（
転
入
先
の
世
帯
が
加
入
し

て
い
る
と
き
）
●
国
民
年
金
手
帳
●

転
学
証
明
書
（
小
・
中
学
生
の
子
が

い
る
人
）

二
週
間
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

●
印
鑑
●
国
民
健
康
保
険
証
●
老
人

医
療
証
●
乳
幼
児
医
療
証
●
障
害
者

医
療
証

ｔ
ｔ
ｔ
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前納すると
2，320円得をします
国民年金保険料

国民年金の保険料は、毎月納めるこ
とになっていますが、一年間分を4月

に、一括して前納することもできます。

前納すると、下表のとおり、保険料
が割り引きされます。

安くなるうえ、納め忘れの心配がな

い…。年々前納する人が増えています。

あなたもどうぞこ利用ください。

、誉納付註努烹 月々納め
、‡た場合ｅ

清毎納 した ．
場合　 ②

…－1牒措欄㌫
野牛② ′

車額保険料

．．のみ 宣

8 ．000円

￥、12 月
96，0 00円 93 護餌 等、 2 ，320円

定額埠険料 8 4 00円

、・Ｘ12月 ．鴇．36 0日 2 ，御 門 ・1．。付纏保険粒 、鳩冊 ∞円

転
出
の
手
続
き

■
届
け
出

転
出
の
手
続
き
は
、
転
出
予
定
日
の

町
内
転
居
の
手
続
き

■
届
け
出

転
居
の
届
け
出
は
、
転
居
し
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
で
す
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

●
印
鑑
●
国
民
健
康
保
険
証
●
老
人

医
療
証
●
乳
幼
児
医
療
証
●
障
害
者

医
療
証

印
鑑
登
録
の
手
続
き

印
鑑
証
明
書
は
、
あ
な
た
の
財
産
を

左
右
す
る
大
切
な
も
の
。
そ
れ
だ
け

に
、
印
鑑
登
録
の
際
は
登
録
者
本
人
の

意
志
の
確
認
を
厳
重
に
行
い
ま
す
。

■
印
鑑
登
録
申
請

本
人
で
も
代
理
人
で
も
登
録
の
申
請

は
で
き
ま
す
。

賀
印
鑑
登
録
証
（
手
帳
）
の
発
行

本
人
が
申
請
す
る
場
合
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
本
人
の
顔
写

真
が
つ
い
た
官
公
庁
発
行
の
証
明
書

が
あ
れ
ば
登
録
証
が
発
行
で
き
ま
す

ｔ
■
■
ｌ
ｌ
 
ｔ
■
‘
■
ｌ
 
ｌ
 
ｌ
 
ｌ
 
ｔ
■
■
＿
ｌ
 
ｈ
ｔ
＿
ｔ
■
ｌ
ｌ
■
ｌ
ｌ
ｌ
 
ｌ
 
ｌ

証
明
書
が
な
い
場
合
や
、
代
理
申
請

を
す
る
場
合
は
、
郵
便
で
本
人
に
そ

の
意
志
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
登
録

証
の
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
印
ま
登
録
証
明
書
の
発
行

印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
は
、
必
ず

登
録
証
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

登
録
し
て
い
て
も
、
登
録
証
が
な
け

れ
ば
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

■－■■■■Ｉ【■－【■【Ｉ－■●■■－■■－■

ｌ

住
民
票
・
戸
籍
の
発
行

住
民
票
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
の
役
場
。
戸
籍
は
、
本
籍
地
で

な
い
と
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
謄
本
は
全
員
分
、
抄
本
は
一

部
を
い
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
住
民
課
住
民
係
ま
で

盲、、、・
ｌ



大きくなって
帰って来いよ

ぜき

遠賀川河口堰でサケの放流

町制50周年に向け
策定委員会が

スタート

ぜ事

遠賀川河口堰で3月21日、サケの

放流が行われました。この放流は、
さけ

「遠賀川に鮭を呼び戻す会」が毎年

行っているもので、今年で4回目に
なります。

この日放流されたサケは、同会が

北海道から取り寄せた卵を昨年12月
にふ化させ、井戸水で約100日間か

けて育てた体長6センチメートルほ

どの稚魚約6，000匹。小さなポリバ
ケツに分け、親子連れなど約40人の

参加者が次々に魚道に放流しました
稚魚たちは、これからオホーツク

海へ向い、自然とたたかいながら成
長します。再び産卵のためにこの川

へ戻るのは4年後のこと。呼び戻す
会の大里叶さんは「今年あたり、そ

ろそろ帰ってくるはずですが…」と

期待に胸をふくらませています。

来年迎える町制50周年を、スポー

ツや文化イベントで盛大に盛りあげ

るための「町制50周年記念事業計画

策定委員会」が発足しました。

メンバーは42人。文化連盟や体育

協会などからの代表のほか、一般公

募による委員も6人おられます。3

月14日に開かれた第1回の委員会で

は、会長に粟川正雄きん、副会長に

藤崎正志さんが選ばれました。

委員会は、今後3つの分科会に分

かれて、スポーツイベント、文化イ

ベント、町勢要覧の作成など、具体

的な計画づくりに知恵をしぼります。

どんなイベントが計画されるのか

今から楽しみですね。

後15年は
大丈夫です
岡垣清掃センター

が完成

家庭から出るゴミを処理し、埋め

立てる施設「岡垣清掃センター」が
岡垣町戸切に完成し、3月26日落成

式が行われました。

この施設は、遠賀・中間広域行政
事務組合が総事業費約56億円を投入
して6年がかりで建設したもので、

焼却場の処理能力は1日130トン。
高さ59メートルの煙突から出る煙は
カメラで常時監視され、コンピュー

ターで制御されます。
また、焼却灰などを捨てる埋め立

て地は21万立方メートル。郡内9万
人の家庭から出されるゴミを、今後

15年以上処理することができます。

落成式には、郡内各町から町長や
関係者約60人が出席。辻守荘代表理

事のあいさつの後、テープカットが
行われ、施設の完成を祝いました。

たかひろ

檜原岳履くん
63年4月9日生まれ

（芸紀孟）さんの長男

待
望
の
男
子
。
周
囲
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
押
し
っ
ぶ
さ
れ
ず
、
伸
び
伸
び
と
成
長

し
て
欲
し
い
。

父
の
期
待
も
大
き
い
が
、
ど
ん
な
時
で
も

お
前
の
味
方
で
い
よ
う
。
健
や
か
に
育
て
ノ

父
よ
り
　
（
頃
末
二
五
八
二
－
三
）

橋本梨沙ちゃん
63年4月21日生まれ

正　義
美代子

さんの長女

素
直
で
や
さ
し
く
、

だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
る
よ
う
な

か
わ
い
い
女
の
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
高
松
団
地
1
5
－
3
－
2
）



アイデアが実りました
下二の上野精機（株）が考案した「リードフレーム整列

機」が、（社）発明協会福岡県支部の発明考案審査で特賞

に選ばれました。

この機械は、ＩＣなどを取り付ける薄板を一枚ずつ取

り出し、自動的に表裏を判別して整列させるメカトロ装

置で、3人の担当者が1年半をかけて開発したもの。

「コンパクトにまとめるのがポイントでした。」と、

開発の苦労を話す高津俊博さん（写真・鯉口団地）。

年間30台を生産し、1台当たり300万円から600万円で

この装置を出荷している上野昇社長は、「社員の励みに

なります。これを契機に全社員で開発する企業を目指し

たい。」と、受賞の喜びもひとしおでした。

ラケットさばきも鮮やかに…

3月5日、町民体育館でバドミントンの大会が行われ、
小学生から成人まで約90人の男女がラケットを手に、さ

わやかな汗を流しました。熱戦の結果は次のとおりです。

■一般男子　Ａ級①時枝秀年・川野守明⑨本田一秋・玉

村秀雄　Ｂ級①川崎一典・松下良治⑨清家秀敏・茂野

邦雄　Ｃ級（む平松文ニ・柴田篤⑧小川治久・遠藤明夫

細一般女子　Ａ級①江口和子・清家千代⑧菅孝子・中村

三重子　Ｂ級①本田由美・茂野恵美⑧杉本初美・鬼木

智恵子　Ｃ級①平河千代子・御船美枝子⑧木下都子・
涌波千佳子

■Ｄ級の部（∋安部幸子・安部久美子⑧井塚繁利・大石

真由美

アーンして・・・虫歯はないかな！？

虫歯が増えはじめる3歳のころに、おやつの与え方を

工夫したり、歯の磨き方を教えるのは、お母さんの大切

な役目です。

3月9日、遠賀保健所で開かれた「母と子の虫歯予防

のつどい」には約80組の親子が参加。歯の検査や虫歯の

なりやすさテストを受けたり、正しい歯の磨き方を教わ

ったりしました。「乳歯だからと、虫歯を放っておいて

はいけません。好き嫌いが進んだり、歯並びが悪くなっ

たりします。」と、歯科医師の三浦先生（岡垣町）。

弟と一緒にお母さんに連れられて来た山本貴美花ちゃ

ん（写真・3歳）は、ピンク色の歯ブラシをプレゼント

され「おもしろかった。」と、ご機嫌でした。

車は車検、人は検診。
中央公民館で3月21日、日赤健康管理センターの小山

和作先生を熊本から招いて、「成人病予防とすこやかな

人生」をテーマにした健康講演会が開かれました。

「革は車検、人は検診。成人病は気付かないうちに進

んでいます。年に一度は検診を受け、自分の健康をチェ

ックしてください。」と力説する小山先生。

病気は医者が治しますが、健康は自分で作るもの。特

に成人病は日ごろの生活習慣が主な原因ですから、バラ

ンスの良い食事と、自分に合った運動を続けることが大

切なのだそうです。

参加者は、ユーモラスで分かりやすい先生の話に、大

声で笑ったり、熱心にメモを取ったりしていました。



脚
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野
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苗
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翳
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が
よ
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や
く
箸
ソ
ま
レ
電

家
賃
の
滞
納
額
が

約
一
割
に
減
っ
た

家
賃
の
滞
納
額
は
、
こ
の
三
年
間
で

三
千
六
百
万
円
か
ら
四
百
万
円
へ
と
、

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

滞
納
額
が
減
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十

一
年
九
月
に
策
定
し
た
「
家
賃
滞
納
整

理
方
針
」
に
そ
っ
た
町
の
積
極
的
な
滞

納
処
分
対
策
が
、
入
居
者
の
理
解
を
得

ら
れ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
下
、
町
が
行
っ
た
滞
納
対
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

●
現
年
度
分
の
対
策

現
年
度
分
の
滞
納
対
策
は
、
嘱
託
員

に
よ
る
連
日
の
督
促
や
、
強
化
月
間
を

設
け
て
夜
間
徴
収
を
強
化
す
る
一
方
、

口
座
振
替
の
推
進
、
生
活
保
護
費
か
ら

の
自
動
天
引
、
保
証
人
へ
の
納
入
督
促

●図1家賃滞納額の推移

（単位：万円）

（63年度は見込み）

‾‾‾‾867‘‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾
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椚
0
0
0

3

な
ど
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
が
良
い
結
果
を

生
み
、
滞
納
家
賃
は
激
減
し
ま
し
た
。

●
過
年
度
分
の
対
策

過
年
度
分
の
滞
納
対
策
は
、
滞
納
月

や
滞
納
金
額
を
考
え
て
、
本
人
と
、
そ

の
保
証
人
に
、
分
割
払
い
の
誓
約
を
Ｌ

ｒ

0002

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
額
滞
納

者
に
は
、
裁
判
所
で
和
解
や
調
停
を
行

い
ま
し
た
。

と
く
に
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
家
屋

明
渡
し
訴
訟
に
よ
っ
て
本
人
や
保
証
人

か
ら
滞
納
家
賃
を
納
入
さ
せ
る
な
ど
、

裁
判
を
中
心
と
し
た
積
極
的
な
対
策
が

大
き
な
成
果
を
生
み
ま
し
た
。



●図2　家賃収入率の推移（単位二％）

98．6

収
入
率
は
、
つ
い
に

9
8
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

滞
納
家
賃
が
減
れ
ば
、
家
賃
の
収
入

率
は
上
が
り
ま
す
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
昭
和
六
十

三
年
度
の
収
入
率
は
、
現
年
度
で
九
九

㌫
以
上
、
過
年
度
で
五
〇
欝
以
上
、
全
体

で
は
九
八
即
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

二
千
戸
以
上
の
公
営
住
宅
を
管
理
す

る
全
国
の
市
町
村
の
中
で
は
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
実
績
を
誇
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

●表1　長期・高額滞納者の推移
※63年度は見込み

華 甲
嶺 藻

瑚さま・＿、撚適苓
ま“葦軍圭 撥 寮 帝 王

60 31 25 15 11 18 13 17

61 38 18 6 18 8 12 8

62 14 6 － 8 5 3 1

63 7 － － 3 3 － －

口
座
振
替
利
用
者
が
増
え

督
促
状
は
三
分
の
一
に
減
る

裁
判
が
効
果
を
生
み

長
期
滞
納
者
が
激
減

表
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
昭
和
六
十

年
度
と
昭
和
六
十
三
年
度
を
比
較
す
る

と
、
十
二
か
月
以
上
の
長
期
滞
納
者
は
、

七
十
一
件
か
ら
七
件
に
、
二
十
万
円
以

上
の
高
額
滞
納
者
は
、
五
十
九
件
か
ら

六
件
に
と
著
し
く
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
町
が
裁
判
に
よ
る
積
極
的
な
滞

納
対
策
を
行
っ
た
か
ら
で
す
。

●
即
決
和
解
と
調
停

長
期
・
高
額
滞
納
者
に
は
、
和
解
と

調
停
を
中
心
に
行
い
、
裁
判
所
で
合
意

し
た
内
容
の
と
お
り
滞
納
家
賃
を
支
払

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
（
表
2
）

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
滞

納
者
の
う
ち
分
割
納
入
が
確
実
な
一
部

の
人
以
外
は
、
す
べ
て
和
解
な
ど
が
成

立
し
て
い
ま
す
。

●
訴
訟
と
強
制
執
行

悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
家
屋
明
渡
し

な
ど
の
訴
訟
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
六

十
年
度
以
降
の
訟
訴
は
七
件
。
家
屋
明

渡
し
の
強
制
執
行
を
受
け
た
人
は
、
和

解
や
調
停
の
不
履
行
者
を
含
め
て
十
人

に
な
り
ま
し
た
。
（
表
2
）

家
賃
は
毎
月
支
払
う
も
の
。
だ
か
ら

銀
行
口
座
か
ら
の
自
動
振
替
が
便
利
で

す
。
町
で
は
、
こ
の
口
座
振
替
の
利
用

を
広
報
、
個
人
通
知
、
家
庭
訪
問
な
ど

に
よ
っ
て
Ｐ
Ｒ
Ｌ
、
五
酢
近
い
加
入
率

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
く
に
、
郵
便
局
の
口
座
振
替
を
新

た
に
導
入
し
た
こ
と
が
、
利
用
者
増
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
（
表
3
）

ま
た
、
滞
納
が
減
っ
た
こ
と
で
督
促

状
の
発
送
件
数
も
減
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
発
送
件
数
は
月

平
均
六
十
件
、
三
年
前
の
三
分
の
一
以

下
に
減
っ
て
い
ま
す
。

退
去
費
用
を
肩
代
わ
り
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
で
も
、
保

証
人
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
裁
判
な
ど
に

よ
っ
て
保
証
人
と
し
て
滞
納
家
賃
な
ど

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。敷

金
納
入
の
申
し
込
み
が

6
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た

●表2　訴訟・退去の推移
※63年度は見込み

仁慈＿
葦華
Ｈ、

単車 率車 卒 率単車

壷

・華

吏： ′．家庭恥
旦那粧
撥海幕

嶺殖酪
番線猷
ン業謹厳 華噂嫌

簿率駐獲靭塔

60 2 5 11 18 1 － 1

61 2 3 26 31 4 2 3

62 2 － 6 8 4 － －

63 1 － 1 2 1 2 2

●表3
口座振替の
利用状況

単位：％

6 2 年 4 月 4 0 ．2

6 3 年 4 月 4 2 ．7

元 年 1 月 4 5 ．5

炭
住
か
ら
移
転
し
た
入
居
者
に
対
し

て
敷
金
納
入
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
表
4
の
と
お
り
、
六
〇
酢
の
人
か

ら
賛
成
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
な
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
営
住
宅
を
出
る
時
に
一

括
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
退

去
費
用
に
備
え
る
た
め
に
、
町
が
昨
年

五
月
に
提
案
し
た
も
の
で
す
。

高
松
団
地
は
七
六
軒
を
超
え
る
納
入

申
し
込
み
が
あ
り
、
吉
田
・
鯉
口
田
地

に
比
べ
る
と
、
区
と
し
て
の
取
り
組
み

方
や
、
入
居
者
の
理
解
の
度
合
い
に
ひ

ら
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。

滞
納
家
賃
を
、
保
証
人
が

肩
代
わ
り
す
る
こ
と
も
あ
る

町
営
住
宅
の
使
用
期
間
は
三
年
ご
と

に
更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
、
入
居
者
と
保
証
人
に
家
賃
や

退
去
費
用
の
支
払
い
に
つ
い
て
自
覚
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
三
年
ご
と
の
入
居

誓
約
書
の
更
新
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
死
亡
や
、

サ
ラ
金
に
追
わ
れ
て
の
夜
逃
げ
な
ど
、

す
で
に
六
人
の
保
証
人
が
滞
納
家
賃
と

●表4　敷金納入状況の内訳
平成元年3月20日現在　　　　　　　　　単位：件・％

◆潮 来徳一；
翻 埠 を 頚 鴎 軒 ；奉 喪 …

吉　 田 505 22 7 4 5．0 278 55 ．0

高　 松 590 450 76 ．3 140 23 ．7

鯉　 口 161 76 4 7．2 85 52 ．8

合 計 1 256 753 60 ．0 503 40 ．0



■■■■
でヽ
し
ん

に

ち

膝

　」
と
も
の
健
保
健
婦
康

を
え

官
尊

健康つくま リシリ
ｈ

．‾竜一．．こｙ．．‡．ニ
1、＿トージー・

3

ｌ

ズ

⑯

．‾ェ．箪こここ

・栽よ‾‾・＿キ‾1‾を

●
　
－
　
一
歳
六
か
月
児
健
診
の
結
果
か
ら
－
・
⊥

昭
和
六
十
三
年
度
の
健
診
対
象
児
は

三
百
十
九
人
。
う
ち
受
診
し
た
の
は
六

八
軒
の
二
百
十
七
人
で
し
た
。

受
診
児
の
九
割
以
上
は
一
歳
三
か
月

ま
で
に
歩
い
て
い
ま
す
。

一
歳
六
か
月
児
の
特
徴
は
、
な
ぐ
り

書
き
を
し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ

り
、
階
段
を
登
っ
た
り
、
人
ま
ね
を
し

た
り
、
絵
本
に
興
味
を
示
し
た
り
…
。

活
発
で
好
奇
心
旺
盛
な
姿
が
う
か
が
え

ま
す
。一
歳
六
か
月
児
の
生
活
習
慣
を
み
て

み
る
と
、
約
九
割
の
お
母
さ
ん
は
子
供

の
歯
を
磨
い
て
い
ま
す
が
、
お
や
つ
の

時
間
を
決
め
て
い
る
の
は
約
六
割
。
甘

い
物
を
制
限
し
て
い
る
お
母
さ
ん
は
約

三
割
と
、
意
外
に
少
な
い
で
す
ね
。

虫
歯
予
防
か
ら
考
え
る
と
、
で
き
る

だ
け
甘
い
物
を
制
限
し
、
お
や
つ
の
時

間
は
決
め
て
く
だ
さ
い
。
歯
磨
き
も
十

分
に
は
で
き
に
く
い
時
期
で
す
か
ら
、

食
べ
た
ら
す
ぐ
、
番
茶
や
お
さ
ゆ
を
飲

ま
せ
る
の
も
一
つ
の
虫
歯
予
防
に
な
り

ま
す
。
ほ
乳
ぴ
ん
の
使
用
も
虫
歯
や
歯

な
ら
び
と
大
い
に
関
係
あ
り
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

育
児
に
対
す
る
不
安
や
心
配
を
か
か

え
て
い
る
母
親
は
約
四
割
。
主
な
相
談

内
容
は
、
●
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
。
●

偏
食
を
す
る
。
●
ほ
乳
ぴ
ん
が
と
れ
な

い
。
●
お
し
っ
こ
を
教
え
な
い
。
●
言

葉
が
で
な
い
。
●
湿
疹
が
で
き
や
す
い
。

●
同
年
齢
の
子
を
た
た
く
ー
ー
な
ど
で

し
た
。
一
歳
六
か
月
児
は
ち
び
っ
こ
ギ

ャ
ン
グ
で
す
ね
。
お
母
さ
ん
も
育
児
に

疲
れ
て
へ
ト
へ
ト
で
す
が
、
育
児
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日 、‾≒
Ａ
等 、
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申
し
込
み
は
4
月
2
0
日

キ
ャ
ン
プ
あ
り
、
楽
し
い
陶
器
づ
く
り
あ

り
、
『
少
年
教
室
』
が
5
月
か
ら
開
か
れ
ま

す
。
君
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
研
修
期
間
　
5
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

（
学
習
内
容
表
の
と
お
り
）

●
参
加
で
き
る
人
　
小
学
校
5
年
生
・
6
年

生
と
中
学
生
の
男
女
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
遺
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先
　
4
月
2
0
日
ま
で
に
町
教
育

委
員
会
へ
。

′少年教室の学習内容

少
年
教
室
が
は
じ
ま

巨】 研修期日 ．こ　ｔｌ 学　 習　 内　 容

1 5 月 7 日 日
自己紹介

バー ドウオッチング

2
6 月17日

6 月18日

土

日

テン ト設営と撤収 ・野外調理
レクリエーション ・歌 （一泊

二日）

3 7 月16日 日 ゲーム ・レクリエーション

4 8 月10日 木 キャンプ説明と班旗つくリ

5
8 月19日

8 月20日

土

日

キャンプを通じてコミュ二テ

イ・野外調理・キャンプフアイ
ヤー ・英彦山登山（一泊二日）

6 10月22日 日
ビーチボールバレー

バ ドミン トン ・インディアカ

7 11月26日 日 しめなわつくリ

8 1 月21日 日 社会見学 （スケー ト）

9 2 月18 日 日 陶器つくリ

10 3 月11日 日 今年度の反省と来年度の抱負

※上記日程と学習テーマは事情により変更すること
があります。
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8年ぶりの
料金改
心苦しい値上げで

こみと、し尿の収集

料金が8年ぶりに改定
されました。

4月1日からの料金

は次の表のとおりです。

町民のみなさまのこ理

解をお願いいたします。

′し尿収集料金

極 定手数料 ｌ　　　 備　　　 考

人

頭

制

普通汲取式
1人につき

月額 425円
一般家庭の普通汲取式便所

無　 臭　 式
1人につき

月額 485円
無臭トイレ

従　　 量　　 制
181につき 事業所など不特定多数の人が使用する便

180円 所、一般家庭の簡易水洗便所、不良便槽など

′ごみ収集料金

’砺鷹王城巴ｉ■ｉ　　 備　　　 考

事 業 所

1
1 匡】の排出量

500ｋ9まで毎

3，490円以内

1日の排出量が
級 50也以上200ｋ9未満の事業所

2 月額 1 日の排出量が
級 10，830円以内 5 也以上50ｂ未満の事業所

一般家庭 3 月額 1 日の排出量が
級 800円 5 ｂ未満の 1 、2 級以外のもの

一般家庭ごみは、町が一世帯当たり月額210円助成しますので、実質の料金
は590円になります。

′猪熊地区（一部）の粗大ごみ収集日が変わりました。
先月まで第2水曜日に収集していた、猪熊（3区～11区）と猪熊呵住の

粗大ごみ収集日が、4月から第1水曜日に変更されました。問い合わせは、

役場環境衛生係へどうぞ。

大

′■ヽ

■■ヽ



交通事故で
お困りの方へ
相談所を開設します

●5月8日（月）10時～15時

中間市ふるさと対話室
℡244局1111番（311）
●4月20日（木）10時～15時

直方市市民相談室
℡（09492）5局2035番

毎週月～金　9時～17時

毎週土曜日　9時～・12時
福岡県庁内9階北側
℡（092）622局0403番

鯉
の
ぼ
り
は

電
線
の

な
い
と
こ
ろ
セ

折尾営業所

℡（69日3831甘九州電力

4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
消
費

税
。
事
業
者
の
方
は
ど
ん
な
準
備
を
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
売
上
が
三
千
万
円
以
下
の
と
き

前
々
年
（
法
人
は
前
々
事
業
年
度
）

つ
ま
り
、
昭
和
6
2
年
分
の
課
税
売
上
高

が
三
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、
免
税
事

業
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
へ
の

届
け
出
は
一
切
い
り
ま
せ
ん
。

●
売
上
が
三
千
万
円
を
超
え
る
と
き

課
税
売
上
が
三
千
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
課
税
業
者
と
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
、
消
費
税
の
「
課
税
事
業

者
届
出
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
売
上
が
五
億
円
以
下
の
と
き

前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
五
億
円
以

下
の
方
は
、
簡
易
課
税
制
皮
を
選
択
す

る
か
ど
う
か
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
届
出
書
は
9
月
3
0
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
申
告
と
納
付
は
…
…

消
費
税
の
申
告
・
納
付
は
、
個
人
の

場
合
は
来
年
の
3
月
3
1
日
ま
で
に
、
法

人
の
場
合
は
早
い
万
で
も
9
月
3
0
日
ま

で
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

詳
し
く
は
、
若
松
税
務
署
　
審
7
6
1

局
2
5
3
6
番
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
三

月
に
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
な
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

占
い
保
険
証
（
柿
色
）
で
は
、
病
院

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
す
ぐ
役
場
住
民
課
の
国
保
年
金
係

（
窓
口
7
番
）
で
切
り
替
え
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
「
柿
色
の
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

⑧
遠
隔
地
被
保
険
者
の
人
は
、
④
ま

た
は
⑳
の
国
民
健
康
保
険
証
を
持

参
く
だ
さ
い
（
㊥
の
被
保
険
者
は

在
学
証
明
書
を
添
付
の
こ
と
）

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
の
国
保
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
技
能
を
国
家
試
験
で
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
今
、
技
能
検
定

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
一
級
、

二
級
、
単
一
等
級
に
分
け
て
、
実
技
と

学
科
試
験
を
行
い
ま
す
。
職
種
は
造

園
、
機
械
加
工
、
板
金
、
印
刷
、
左
官
、

塗
装
、
写
真
な
ど
四
十
三
種
が
あ
り
ま

す
。合
格
者
に
は
、
労
働
大
臣
や
県
知
事

か
ら
証
書
が
交
付
さ
れ
、
「
技
能
士
」

と
い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
申
請
書
の
受
付
期
間

4
月
1
7
日
（
月
）
ま
で

●
受
験
資
格

【
一
級
】
　
実
務
経
験
十
二
年

（
二
級
合
格
者
は
五
年
）
以
上

【
二
　
級
】
　
実
務
経
験
三
年
以
上

【
単
一
級
】
　
実
務
経
験
五
年
以
上

●
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
8
1
3
福
岡
市
東
区

千
早
5
丁
目
2
－
以
　
福
岡
県
職
業

能
力
開
発
協
会
晋
（
0
9
2
）
6
7
1

局
1
2
3
8
番
へ

県
で
は
、
消
費
税
に
つ
い
て
の
苦
情

や
相
談
に
応
じ
る
た
め
「
物
価
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
便
上
値
上
げ

な
ど
の
苦
情
は
、
専
用
電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
電
話
番
号

（

0

9

2

）

6

3

1

局

0

－

5

1

番

●
受
付
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

●
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
で
1
8
歳
以

上
2
5
歳
未
満
の
日
本
国
籍
が
あ
る
人

で
、
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

が
あ
る
人
。
（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
種
目

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
社
会
）

身
体
検
査
、
適
正
検
査
、
口
述
試
験

●
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
、
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

蟹

2

2

3

局

0

9

8

1

番

へ



宮
尾
台
の
造
成
が
完
成
し
、
北
九
州

市
と
の
境
界
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
都
市
計
画
の
用

途
地
域
を
変
更
す
る
た
め
、
関
係
書
類

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
縦
覧
の
期
間
　
4
月
1
0
日
～
2
3
日

●
縦
覧
の
場
所
　
役
場
企
画
振
興
課

●
都
市
計
画
を
変
更
す
る
区
域

水
巻
町
吉
田
（
宮
尾
台
）

県
で
は
、
二
級
建
築
士
と
木
造
建
築

士
の
試
厳
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日

学
　
　
科
＝
7
月
9
日
（
日
）

設
計
製
図
＝
9
月
1
7
日
（
日
）

●
申
込
受
付
期
間

4

月

1

7

日

か

ら

4

月

2

1

日

ま

で

●
申
込
受
付
会
場

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
－
9
－

2
8
　
福
岡
商
工
会
議
所
ま
た
は
、
小

倉
北
区
田
町
1
1
－
1
5
　
小
倉
建
設
会

館
で
、
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
書
配
布
場
所

福
岡
県
建
築
士
会
、
小
倉
建
設
会
館

ま
た
は
北
九
州
土
木
事
務
所
。

●
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
、
福
岡
県
建
築
士
会
へ

魯

（

0

9

2

）

4

4

1

局

1

8

6

7

番

町
制
5
0
周
年
記
念
事
業
に
向
け
た

「
計
画
策
定
委
員
会
」
が
3
月
に
発
足

し
、
現
在
イ
ベ
ン
ト
や
町
勢
要
覧
作
成

の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
掲
載
写
真
の
撮
影
や
取
材
の

た
め
、
腕
章
を
し
た
委
員
が
家
庭
に
伺

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

町
で
は
、
上
水
道
料
金
、
下
水
道
料

金
、
町
営
住
宅
（
吉
田
団
地
）
下
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
消
費
税
を
上
乗
せ
す

る
こ
と
を
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
が
、

現
在
審
議
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
水
道
、
下
水
道
料
金
は

現
行
の
料
金
で
計
算
い
た
し
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
樋
口
　
　
　
　
　
　
今
岡
　
秀
夫
様

●
　
二
　
　
水
巻
み
な
み
保
育
所

父
母
の
会
様

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
二
　
　
故
・
吉
田
　
ユ
キ
様

吉
田
　
寵
一
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
和
田
ミ
キ
ノ
様

和
田
　
好
人
様

●
頃
末
南
　
　
故
・
小
田
チ
ヨ
子
様

野
中
　
政
信
様

●
　
二
　
　
　
故
・
綾
野
　
浩
之
様

綾
野
美
喜
碓
様

●
吉
田
一
　
故
・
眞
鍋
シ
メ
子
様

眞
鍋
　
　
宏
様

故
・
豊
沢
百
百
野
様

豊
沢
　
麟
児
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
団
野
キ
ヨ
カ
様

団
野
　
信
男
様

●
吉
田
一
　
故
・
渡
辺
　
シ
メ
様

渡
辺
小
夜
子
様

●
机
　
　
　
　
故
・
大
塚
富
美
雄
様

大
塚
ア
ヤ
子
様

●
伊
左
座
　
　
故
‥
水
沼
　
君
子
様

永
沼
　
昭
生
様

係

三
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
四
月
の
心
配
ご
と
相
談
」
の
日
程
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
二
階
会
議
室
の
相
談
日

を
「
4
月
1
0
日
」
と
記
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
4
月
1
7
日
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
用
」

昭
和
三
十
七
年
に
石
炭
産
業
は
末
期
的
症
状
と
な
り
、
政
府
は

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
エ
ン
ド
、
ビ
ル
ド
方
式
」
な
る
政
策
を
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
は
政
府
が
石
炭
鉱
業
整
備
事
業
団
を
通
じ
て
能
力
の
低
い

ヤ
マ
を
買
い
あ
げ
、
こ
れ
を
廃
棄
す
る
か
わ
り
に
生
産
を
優
良
炭
鉱

に
集
中
し
て
、
石
炭
産
業
を
再
建
す
る
に
あ
っ
た
。
日
炭
に
お
い
て

は
昨
年
の
百
日
ス
ト
で
甚
大
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
が
、
埋
蔵
量
か

ら
し
て
生
き
残
り
を
策
し
、
生
産
合
理
化
五
力
年
計
画
を
た
て
て
実

行
に
移
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
大
君
五
砿
を
閉
山
す
る
と
共
に
非
能

率
的
な
採
炭
現
場
を
整
理
し
、
従
業
員
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

八
百
人
を
希
望
退
職
さ
せ
て
、
月
一
億
円
の
経
費
を
削
減
す
る
に
あ

っ
た
。し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
九
年
に
は
経
営
が
悪
化
し

て
、
賃
金
と
期
末
賞
与
の
未
払
い
が
始
ま
っ
た
。
し
か
も
、
こ
こ
ま

で
追
い
込
ま
れ
る
と
さ
し
も
の
高
松
労
組
も
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
闘

争
を
展
開
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
労
組
四
千
二
百
人
、

職
組
一
千
百
人
、
彼
ら
は
や
が
て
襲
い
く
る
で
あ
ろ
う
閉
山
を
ひ
と

し
く
心
配
し
て
、
ひ
そ
か
に
今
後
を
さ
さ
や
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
当
時
の
坑
内
事
情
を
説
明
す
る
に
、
日
炭
高
松
は
ど
こ
よ

り
も
近
代
化
さ
れ
た
ヤ
マ
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
採
炭
能
率
に
な
る

と
大
手
十
七
社
中
の
十
四
番
目
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
三
池
炭
鉱
は
、

原
炭
（
掘
り
出
し
た
石
）
の
す
べ
て
が
石
炭
で
あ
る
の
に
対
し
、
高

ば
た

松
で
は
原
炭
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
硬
炭
（
石
炭
以
外
の
石
）
で
あ

日本炭疇鉱区略図（点線内）

っ
た
。
そ
の
う
え
坑
道
は
深
く
て
長
く
、
全
国
の
平
均
深
度
が
三
百

五
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
、
高
松
の
平
均
は
六
百
メ
ー
ト
ル
、
深

い
切
羽
に
な
る
と
一
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
送
炭
距
離
は
、
全
国
平
均
二
千
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
高
松
は

四
千
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
出
炭
一
千
ト
ン
当
り
の
維
持
坑
道
は
、
全
国

平
均
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
高
松
は
百
五
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
同
じ
一
ト
ン
の
石
炭
を
掘
り
出
す
に
し
て
も
、
高
松

は
効
率
が
悪
い
の
で
、
設
備
に
カ
ネ
を
か
け
る
と
石
炭
の
コ
ス
ト
が

高
く
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
増
産
す
る
と
い
う
、

悪
循
環
を
繰
り
返
え
し
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
れ
が
過
去
十
年
間
に

お
け
る
高
松
の
姿
で
、
言
い
換
え
れ
ば
鮎
川
時
代
は
能
率
の
よ
い
ヤ

マ
で
あ
っ
た
が
、
菊
池
時
代
に
な
る
と
ヤ
マ
が
老
朽
化
し
て
、
三
十

年
代
の
後
半
に
は
末
期
的
症
状
へ
と
か
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
昭
和
三
十
七
年
五
月
、
か
つ
て
の
オ
ー
ナ
ー
鮎
川
義
介
が
八

十
一
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
立
金
属
戸
畑
工
場
の
帰
り
に

日
炭
を
視
察
し
た
が
、
あ
と
で
ひ
そ
か
に
近
習
の
者
に
「
決
断
は
先

行
す
る
を
よ
し
と
す
」
と
感
想
を
も
ら
し
た
と
い
う
が
、
鮎
川
に
し

て
み
れ
ば
よ
い
時
期
に
日
炭
を
手
離
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
日
炭
は
、
二
十
八
年
に
二
島
ま
で
坑
道
を
開
さ
く
し
て
輸
送

を
合
理
化
し
、
ま
た
二
島
に
選
炭
な
ど
の
諸
設
備
を
三
十
四
年
ま
で

に
完
成
さ
せ
た
が
、
そ
の
原
価
償
却
の
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
高
松
各

砿
の
採
炭
量
は
減
少
し
、
そ
の
う
え
深
部
に
な
れ
ば
断
層
が
多
く
な

っ
て
作
業
能
率
も
低
下
し
た
。
し
か
も
三
十
九
年
か
ら
の
賃
金
の
遅

延
で
出
勤
率
は
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
、
従
業
員
の
な
か
に

お
い
て
あ
き
ら
か
に
動
揺
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
採
炭

に
お
い
て
は
第
一
砿
業
所
（
吉
田
）
の
本
坑
と
常
盤
坑
、
そ
れ
に
二

島
砿
業
所
の
三
坑
だ
け
と
な
り
、
採
算
ベ
ー
ス
の
月
産
十
四
ト
ン
を

割
る
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
従
業
員
を
整
理
し
て
経
費
を
削

減
す
る
か
、
あ
る
い
は
新
坑
を
開
発
し
て
増
産
す
る
か
の
選
択
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
日
炭
で
は
窮
余
の
策
と
し
て
、
折
尾
東
部
に
展
開
す
る
八

幡
製
鉄
所
養
福
寺
貯
水
場
、
穴
生
浄
水
場
、
三
菱
化
成
瀬
板
貯
水
池
、

三
菱
セ
メ
ン
ト
黒
崎
工
場
敷
地
な
ど
の
未
採
掘
地
帯
を
、
通
産
省
に

対
し
石
炭
の
採
掘
許
可
を
請
願
し
た
。
い
わ
ゆ
る
施
業
案
認
可
請

願
で
、
こ
れ
は
通
産
省
に
お
い
て
三
十
九
年
十
一
月
、
「
地
盤
沈
下

で
地
上
に
与
え
る
被
害
は
甚
大
」
と
の
理
由
で
、
地
上
保
護
を
鉱
業

権
よ
り
優
先
し
て
請
願
を
却
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
日
炭
に
お
い
て
は
、

す
で
に
不
認
可
を
見
越
し
て
の
請
願
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、

そ
の
後
に
予
想
さ
れ
る
企
業
整
備
に
対
す
る
布
石
で
も
あ
っ
た
。
つ

ま
り
日
炭
は
不
認
可
に
よ
っ
て
政
府
へ
責
任
を
転
嫁
し
、
そ
の
後
の

企
業
整
備
を
有
利
に
展
開
す
る
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
水
巻
町
で
は
、
町
長
、
正
副
議
長
、
そ
れ
に
大
半
の

議
員
が
日
炭
出
身
者
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
町
民
の
不

安
を
取
り
除
く
と
の
理
由
で
、
町
に
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

そ
の
う
え
、
こ
れ
に
組
合
幹
部
も
合
流
し
て
陳
情
団
を
結
成
し
、
大

挙
上
京
し
て
運
動
を
展
開
し
た
が
、
世
の
中
に
は
表
と
裏
が
あ
る
も

の
で
、
こ
の
と
き
す
で
に
日
炭
で
は
不
認
可
を
見
越
し
て
、
ひ
そ
か

に
人
員
整
理
を
含
む
会
社
再
建
案
の
検
討
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

案
の
定
、
年
が
明
け
た
昭
和
四
十
年
二
月
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時

措
置
法
に
も
と
づ
い
て
政
府
と
国
会
議
員
に
よ
る
調
査
団
が
釆
山
し

て
、
会
社
再
建
の
答
申
案
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
ま
で

月
産
十
四
万
ト
ン
で
あ
っ
た
の
を
八
万
ト
ン
に
縮
少
し
、
従
業
員
は

約
二
千
人
を
整
理
す
る
。
ま
た
こ
れ
に
要
す
る
整
備
資
金
と
退
職
金

は
合
理
化
事
業
団
か
ら
融
資
を
う
け
る
な
ど
で
あ
っ
た
。

な
お
六
月
に
な
る
と
、
さ
し
も
の
最
強
を
誇
っ
た
高
松
労
組
も
、

こ
れ
を
呑
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
思
え
ば
、
か
つ
て
は
炭
労
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
君
臨
し
た
高
松
労
組
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
い
く

る
現
実
は
あ
ま
り
に
も
き
び
し
く
非
情
な
も
の
で
、
こ
れ
は
労
働
運

動
の
枠
内
で
処
理
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
三
池
争
議

の
と
き
に
か
か
げ
た
「
会
社
は
つ
ぶ
れ
て
も
ヤ
マ
は
残
る
」
と
の
向

坂
理
論
は
、
「
会
社
も
つ
ぶ
れ
る
が
ヤ
マ
も
つ
ぶ
れ
る
」
事
態
と
な

り
、
こ
の
場
合
に
は
通
用
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
高
松
労
組
は
、
こ

の
理
論
に
よ
っ
て
百
日
ス
ト
を
闘
い
抜
い
て
き
た
組
合
で
あ
る
。
さ

ら
に
け
わ
し
い
転
落
の
道
を
歩
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
き
に
従
業
員
は
約
六
千
人
（
臨
時
雇
員
を
含
む
）
、
銀
行
か
ら

の
借
入
れ
金
約
一
百
億
円
。
そ
の
再
建
に
は
水
巻
町
で
唯
一
の
鉱
業

所
と
な
っ
た
第
一
鉱
業
所
を
閉
山
す
る
と
共
に
、
高
松
事
務
所
も
廃

止
し
て
二
島
砿
業
所
だ
け
と
し
、
今
後
は
鉱
区
北
東
部
の
若
松
区

あ
ま
ず
み

埜
住
地
域
を
開
発
す
る
に
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
っ
て
会
社
は
、

七
月
に
余
剰
人
員
一
千
七
百
人
の
希
望
退
職
者
を
募
集
し
た
が
、
こ

れ
を
上
回
る
二
千
人
が
応
募
し
た
の
で
、
す
で
に
従
業
員
は
目
を
外

に
向
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
郷
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